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も
凍
結
し
車
両
の
通
行
も
で
き
な
い
と
い
う
状
況
の
中
、

わ
れ
わ
れ
の
食
糧
も
不
足
し
絶
食
を
さ
せ
ら
れ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
大
変
な
人
生
を
送
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
日
こ
こ
に
人
間
と
し
て
の
生
活
が
で
き
る
事
の
幸
せ
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
い
ま
だ
帰
ら
ざ
る
戦
友
の
一
日
も
早

く
救
い
出
し
て
あ
げ
た
い
と
祈
る
も
の
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
書
き
続
け
た
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
た

な
ら
次
回
に
初
心
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 
 

略 
 

歴 

 

一 

大
正
十
三
年
十
一
月
三
日 

 

一 

天
竜
市
青
谷
に
て
生
を
受
け
る(

八
十
三
歳)

 

 

一 

天
竜
市
二
俣
小
学
校
卒
業
、
浜
松
の
中
学
へ
進
学 

 

一 

昭
和
十
九
年
十
二
月
現
役
兵
と
し
て
徴
集 

 

一 

二
十
年
八
月
敗
戦
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
な
る 

 

一 

二
十
四
年
十
一
月 

舞
鶴
へ
引
揚
す
る 

 

一 

二
十
六
年
浜
松
市
ス
ズ
キ
自
動
車
入
社 

定
年
退 

 
 
 

職
後
農
業 

 

現
在
、
病
身
の
妻
と
二
人
暮
し 

 
 
 
 

静
岡
県
抑
留
者
協
会
会
員 
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我
が
青
春 

静
岡
県 

 

安 

江 
 

 

進 
 
 

  

青
春
時
代
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
の
一
こ
ま
を
記
し
ま

す
。 

 

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月
に
静
岡
県
富
士
郡
芝

富
村
国
民
学
校
卒
業
、
四
月
一
日
茨
城
県
下
妻
村
の
義
勇

軍
内
原
訓
練
所
に
入
所
、
三
カ
月
の
訓
練
を
終
え
、
同
年

六
月
二
十
五
日
、
勇
躍
、
福
井
県
敦
賀
港
よ
り
暖
か
い
母

の
心
に
背
い
て
遠
い
満
州
へ
旅
立
っ
た
。
そ
し
て
旧
満
州

国
の
牡
丹
江
省
一
面
波
大
訓
練
所
に
入
所
。
同
年
七
月
関

東
軍
特
別
大
演
習
に
動
員
さ
れ
図
們
線
の
朝
陽
川
貨
物
集

積
所
の
警
備
に
当
た
り
二
カ
月
ほ
ど
し
て
黒
河
省
黒
河
の

大
額
訓
練
所
に
移
動
し
、
黒
龍
江
を
は
さ
ん
だ
ソ
満
国
境

の
任
務
に
つ
い
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
八
日
、
日
本
は
太

平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
。 

 

翌
年
二
月
に
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
の
募
集
に
応
じ
哈

爾
浜
鉄
道
教
習
所
に
入
学
六
カ
月
間
の
勉
学
。
昭
和
十
七

年
七
月
三
果
樹
機
関
庫
に
配
属
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
十

九
年
十
二
月
一
年
繰
上
げ
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
。

昭
和
二
十
年
六
月
根
こ
そ
ぎ
動
員
で
召
集
さ
れ
南
満
の
通

化
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
た
っ
た

二
カ
月
で
兵
隊
も
終
り
、
ソ
連
軍
の
俘
虜
と
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
が
苦
難
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

 

牡
丹
江
に
集
結
さ
れ
千
人
単
位
、
黒
河
か
ら
ア
ム
ー
ル

河
を
渡
り
対
岸
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
へ
、
そ
し
て

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
日
本
に
帰
る
か
ら
と
汽
車(

貨
物
車)

に

詰
め
込
ま
れ
た
。
列
車
は
い
つ
ま
で
走
っ
て
も
一
向
に
海

が
見
え
な
い
。
北
へ
北
へ
と
七
日
間
ほ
ど
し
て
海
が
見
え

た
。
い
よ
い
よ
日
本
海
だ
。
列
車
か
ら
降
り
て
海
の
水
を

飲
ん
で
み
た
が
真
水
で
あ
っ
た
。
バ
イ
カ
ル
湖
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
駅
で
降
ろ
さ
れ
た
。
そ
し
て
収

容
所(

ラ
ー
ゲ
ル)

に
入
り
、
そ
の
時
は
昭
和
二
十
年
十
月

ご
ろ
だ
と
思
う
、
寒
く
て
寒
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
一

カ
月
ほ
ど
し
て
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
駅
の
近
く
の
収
容
所
に

移
動
、
そ
の
こ
ろ
と
な
る
と
も
う
雪
が
降
り
始
め
、
駅
の

除
雪
作
業
ま
た
石
炭
の
積
卸
と
仕
事
の
内
容
が
変
っ
た
。
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し
か
し
仲
間
た
ち
も
作
業
意
欲
が
な
く
三
人
寄
れ
ば
故
郷

の
話
、
ぼ
た
餅
、
寿
司
、
白
米
の
ご
飯
等
々
、
食
べ
る
話

は
尽
き
な
い
。 

 

私
は
運
が
良
か
っ
た
の
か
比
較
的
楽
な
煉
瓦
工
場
。
工

場
内
暖
か
く
仕
事
も
楽
で
あ
っ
た
。
工
場
長
は
女
性
で
あ

っ
た
。
作
業
員
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
女
性
と
一
緒
で
大
変

美
し
い
女
性
で
あ
っ
た
。
私
も
二
十
歳
で
何
か
と
話
が
合

い
、
割
合
に
楽
し
い
作
業
場
で
し
た
。
若
い
男
子
は
動
員

さ
れ
、
あ
と
は
老
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
煉
瓦
の
元
に
な
る
「
ネ
ン
ド
」
を
ト
ロ
ッ
コ
で
運

搬
す
る
仕
事
で
ロ
シ
ア
の
若
い
女
性
十
八
歳
と
一
緒
で
し

た
。
名
前
は
フ
ク
レ
ロ
ー
ナ
と
い
い
、
体
重
が
八
十
キ
ロ

も
、
私
は
五
十
キ
ロ
、
よ
く
東
京
日
本
の
話
を
し
ま
し
た
。 

 

若
い
二
十
歳
の
青
年
で
女
性
に
触
れ
る
事
が
な
か
っ
た

僕
は
、
腹
が
減
っ
て
い
て
も
胸
が
ど
き
ど
き
す
る
の
を
憶

え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
国
は
電
力
事
情
が
悪
く
、
よ
く
停
電
し
、
そ
の
都

度
作
業
が
中
断
さ
れ
る
の
で
こ
れ
が
ま
た
楽
し
み
で
し
た
。

作
業
は
あ
ま
り
大
変
で
な
く
収
容
所
の
日
本
人
は
六
百
人

ぐ
ら
い
で
死
亡
し
た
人
は
私
の
知
る
限
り
で
は
二
名
ぐ
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
楽
し
み
は
食
べ
る
こ
と
だ
け

だ
っ
た
。
黒
パ
ン
が
主
食
で
副
食
は
ス
ー
プ
。
冬
は
野
菜

が
な
い
た
め
鳥
目
が
増
え
た
。 

 

魚
は
ニ
シ
ン
が
よ
く
出
た
。
数
の
子
も
毎
日
の
よ
う
に

食
前
に
あ
が
っ
た
。
何
十
年
分
く
ら
い
の
数
の
子
を
食
べ

た
。
お
盆
と
正
月
が
一
緒
に
来
た
よ
う
で
し
た
。
ロ
シ
ア

人
は
生
の
魚
を
よ
く
食
べ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

収
容
所
の
生
活
に
大
分
慣
れ
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
の

夏
の
暑
い
盛
り
に
六
百
人
の
う
ち
三
百
人
が
ダ
モ
イ
を
許

さ
れ
私
も
三
百
人
の
中
の
一
人
で
し
た
。 

 

二
週
間
ほ
ど
か
け
て
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
ま
し
た
。
岸
壁

に
日
本
人
を
帰
国
さ
せ
る
出
迎
え
の
興
安
丸
と
い
う
船
が

浮
い
て
お
り
ま
し
た
。
浜
辺
に
集
め
ら
れ
日
本
人
の
指
導

者
が
声
高
く
偉
大
な
る
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
を
た
た
え
る

演
説
を
ぶ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
部
隊
は
民
主
化
さ
れ
て
い

な
い
と
言
い
、
三
百
人
ほ
ど
ま
た
元
の
収
容
所
に
逆
戻
り

さ
せ
ら
れ
た
。
翌
月
に
は
残
り
の
半
分
が
他
の
部
隊
と
共

に
足
か
け
義
勇
軍
、
満
鉄
時
代
合
わ
せ
て
八
年
目
に
よ
う
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や
く
祖
国
日
本
へ
、
舞
鶴
港
に
到
着
し
た
。
緑
の
山
々
が

目
に
飛
び
込
ん
だ
。
こ
れ
で
確
か
に
生
き
て
帰
っ
た
と
の

実
感
が
沸
い
て
き
た
。 

 

現
在
年
齢
八
十
三
歳
、
苦
難
の
青
春
で
あ
っ
た
が
よ
く

生
き
抜
い
た
も
の
だ
。 

 

義
勇
軍
、
そ
し
て
満
鉄
へ
現
役
徴
集
で
軍
隊
へ
。
富
士

市
の
語
り
部
の
会
で
沼
津
市
の
秋
本
さ
ん
い
わ
く
、
軍
隊

は
運
隊
だ
、
一
寸
先
は
分
か
ら
な
い
自
分
で
自
分
の
運
命

な
ど
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
大
き
な
渦
巻
き
で

一
人
の
人
間
な
ど
「
チ
リ
」「
ア
ク
タ
」
だ
。 

 

残
さ
れ
た
人
生
を
最
愛
の
妻
と
二
人
で
有
意
義
に
、
そ

し
て
大
事
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 

略 

歴 

 

一 

大
正
十
四
年
七
月
五
日
生
れ 

 

二 

昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

富
士
郡
芝
富
村
国 

 
 
 

民
学
校
卒
業 

 

三 

同
年
四
月
一
日
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
し 

 
 
 

て
茨
城
県
の
内
原
訓
練
所
入
所
、
同
年
七
月
渡
満 

 
 
 

旧
満
州
国
牡
丹
江
省
一
面
波
訓
練
所
入
所 

 

四 

同
年
九
月
黒
河
省
黒
河
の
義
勇
隊
大
額
訓
練
所
移 

 
 
 

動
、
ソ
満
国
境
警
備
の
任
務
に
つ
く 

 

五 

昭
和
十
七
年
二
月
満
鉄
哈
爾
浜
鉄
道
学
院
入
学
、 

 
 
 

同
年
八
月
に
三
果
樹
検
車
区
に
配
属
さ
れ
た 

 
 
 

昭
和
十
九
年
十
二
月
、
一
年
繰
上
徴
集
で
徴
兵
検 

 
 
 

査 

 
 
 

昭
和
二
十
年
六
月
現
地
召
集 

 
 
 

同
年
七
月
南
満
の
通
化
の
部
隊
配
属
、
た
っ
た
一 

 
 
 

カ
月
の
兵
隊
だ
っ
た
。 

 
 
 

同
年
八
月
十
五
日
敗
戦
、
無
条
件
降
伏 

 
 
 

同
年
九
月
に
ソ
連
に
連
行
さ
れ
俘
虜
生
活
、
苦
難 

 
 
 

の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

昭
和
二
十
三
年
帰
国
、
現
在
に
至
る 

 

六 

静
岡
県
抑
留
者
協
会
員 

妻
と
二
人
暮
し 
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し
か
し
仲
間
た
ち
も
作
業
意
欲
が
な
く
三
人
寄
れ
ば
故
郷

の
話
、
ぼ
た
餅
、
寿
司
、
白
米
の
ご
飯
等
々
、
食
べ
る
話

は
尽
き
な
い
。 

 

私
は
運
が
良
か
っ
た
の
か
比
較
的
楽
な
煉
瓦
工
場
。
工

場
内
暖
か
く
仕
事
も
楽
で
あ
っ
た
。
工
場
長
は
女
性
で
あ

っ
た
。
作
業
員
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
女
性
と
一
緒
で
大
変

美
し
い
女
性
で
あ
っ
た
。
私
も
二
十
歳
で
何
か
と
話
が
合

い
、
割
合
に
楽
し
い
作
業
場
で
し
た
。
若
い
男
子
は
動
員

さ
れ
、
あ
と
は
老
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
煉
瓦
の
元
に
な
る
「
ネ
ン
ド
」
を
ト
ロ
ッ
コ
で
運

搬
す
る
仕
事
で
ロ
シ
ア
の
若
い
女
性
十
八
歳
と
一
緒
で
し

た
。
名
前
は
フ
ク
レ
ロ
ー
ナ
と
い
い
、
体
重
が
八
十
キ
ロ

も
、
私
は
五
十
キ
ロ
、
よ
く
東
京
日
本
の
話
を
し
ま
し
た
。 

 

若
い
二
十
歳
の
青
年
で
女
性
に
触
れ
る
事
が
な
か
っ
た

僕
は
、
腹
が
減
っ
て
い
て
も
胸
が
ど
き
ど
き
す
る
の
を
憶

え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
国
は
電
力
事
情
が
悪
く
、
よ
く
停
電
し
、
そ
の
都

度
作
業
が
中
断
さ
れ
る
の
で
こ
れ
が
ま
た
楽
し
み
で
し
た
。

作
業
は
あ
ま
り
大
変
で
な
く
収
容
所
の
日
本
人
は
六
百
人

ぐ
ら
い
で
死
亡
し
た
人
は
私
の
知
る
限
り
で
は
二
名
ぐ
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
楽
し
み
は
食
べ
る
こ
と
だ
け

だ
っ
た
。
黒
パ
ン
が
主
食
で
副
食
は
ス
ー
プ
。
冬
は
野
菜

が
な
い
た
め
鳥
目
が
増
え
た
。 

 

魚
は
ニ
シ
ン
が
よ
く
出
た
。
数
の
子
も
毎
日
の
よ
う
に

食
前
に
あ
が
っ
た
。
何
十
年
分
く
ら
い
の
数
の
子
を
食
べ

た
。
お
盆
と
正
月
が
一
緒
に
来
た
よ
う
で
し
た
。
ロ
シ
ア

人
は
生
の
魚
を
よ
く
食
べ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

収
容
所
の
生
活
に
大
分
慣
れ
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
の

夏
の
暑
い
盛
り
に
六
百
人
の
う
ち
三
百
人
が
ダ
モ
イ
を
許

さ
れ
私
も
三
百
人
の
中
の
一
人
で
し
た
。 

 

二
週
間
ほ
ど
か
け
て
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
ま
し
た
。
岸
壁

に
日
本
人
を
帰
国
さ
せ
る
出
迎
え
の
興
安
丸
と
い
う
船
が

浮
い
て
お
り
ま
し
た
。
浜
辺
に
集
め
ら
れ
日
本
人
の
指
導

者
が
声
高
く
偉
大
な
る
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
を
た
た
え
る

演
説
を
ぶ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
部
隊
は
民
主
化
さ
れ
て
い

な
い
と
言
い
、
三
百
人
ほ
ど
ま
た
元
の
収
容
所
に
逆
戻
り

さ
せ
ら
れ
た
。
翌
月
に
は
残
り
の
半
分
が
他
の
部
隊
と
共

に
足
か
け
義
勇
軍
、
満
鉄
時
代
合
わ
せ
て
八
年
目
に
よ
う

 

375 

や
く
祖
国
日
本
へ
、
舞
鶴
港
に
到
着
し
た
。
緑
の
山
々
が

目
に
飛
び
込
ん
だ
。
こ
れ
で
確
か
に
生
き
て
帰
っ
た
と
の

実
感
が
沸
い
て
き
た
。 

 

現
在
年
齢
八
十
三
歳
、
苦
難
の
青
春
で
あ
っ
た
が
よ
く

生
き
抜
い
た
も
の
だ
。 

 

義
勇
軍
、
そ
し
て
満
鉄
へ
現
役
徴
集
で
軍
隊
へ
。
富
士

市
の
語
り
部
の
会
で
沼
津
市
の
秋
本
さ
ん
い
わ
く
、
軍
隊

は
運
隊
だ
、
一
寸
先
は
分
か
ら
な
い
自
分
で
自
分
の
運
命

な
ど
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
大
き
な
渦
巻
き
で

一
人
の
人
間
な
ど
「
チ
リ
」「
ア
ク
タ
」
だ
。 

 

残
さ
れ
た
人
生
を
最
愛
の
妻
と
二
人
で
有
意
義
に
、
そ

し
て
大
事
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 

略 

歴 

 

一 

大
正
十
四
年
七
月
五
日
生
れ 

 

二 

昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

富
士
郡
芝
富
村
国 

 
 
 

民
学
校
卒
業 

 

三 

同
年
四
月
一
日
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
し 

 
 
 

て
茨
城
県
の
内
原
訓
練
所
入
所
、
同
年
七
月
渡
満 
 

 
 

旧
満
州
国
牡
丹
江
省
一
面
波
訓
練
所
入
所 

 

四 

同
年
九
月
黒
河
省
黒
河
の
義
勇
隊
大
額
訓
練
所
移 

 
 
 

動
、
ソ
満
国
境
警
備
の
任
務
に
つ
く 

 

五 

昭
和
十
七
年
二
月
満
鉄
哈
爾
浜
鉄
道
学
院
入
学
、 
 
 
 

同
年
八
月
に
三
果
樹
検
車
区
に
配
属
さ
れ
た 

 
 
 

昭
和
十
九
年
十
二
月
、
一
年
繰
上
徴
集
で
徴
兵
検 

 
 
 

査 

 
 
 

昭
和
二
十
年
六
月
現
地
召
集 

 
 
 

同
年
七
月
南
満
の
通
化
の
部
隊
配
属
、
た
っ
た
一 

 
 
 

カ
月
の
兵
隊
だ
っ
た
。 

 
 
 

同
年
八
月
十
五
日
敗
戦
、
無
条
件
降
伏 

 
 
 

同
年
九
月
に
ソ
連
に
連
行
さ
れ
俘
虜
生
活
、
苦
難 

 
 
 

の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

昭
和
二
十
三
年
帰
国
、
現
在
に
至
る 

 

六 

静
岡
県
抑
留
者
協
会
員 

妻
と
二
人
暮
し 

 




